
○
　
△
△
病
室
・
８
１
０
号
室
（
夜
） 

　
　
個
室
の
病
室
。 

　
　
病
床
で
は
、
新
山
陸
斗
（
８
５
）
、
仰
向
け
に 

　
　
寝
転
ん
で
お
り
、
横
に
は
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
が 

　
　
置
か
れ
て
い
る
。 

　
　
そ
の
横
で
は
、
新
山
舞
（
８
３
）
、
椅
子
に
座 

　
　
っ
て
い
る
。 

陸
斗
「
な
ぁ
」 

舞
　
「
な
ぁ
に
？
」 

陸
斗
「
顔
、
見
せ
て
く
れ
な
い
か
？
」 

　
　
舞
、
涙
を
流
す
。 

陸
斗
「
ど
う
し
た
？
」 

舞
　
「
ね
ぇ
、
あ
な
た
覚
え
て
る
？
　
あ
な
た
が
私 

　
　
に
告
白
し
た
日
の
こ
と
」 

○
　
新
山
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
夕
方
・
以
下
回
想
） 

　
　
高
村
舞
（
２
５
）
、
慌
た
だ
し
く
入
っ
て
来
て
、 

　
　
カ
バ
ン
を
椅
子
に
置
く
。 

舞
　
「
陸
斗
、
早
く
し
て
！
　
も
う
、
時
間
！
」 

　
　
時
計
を
見
て
、
洗
面
所
に
向
か
う
。 

○
　
同
・
洗
面
所
（
夕
方
） 

　
　
舞
、
ド
ア
を
開
く
と
、
新
山
陸
斗
（
２
７
）
、 

　
　
電
気
を
付
け
ず
に
ド
ア
の
前
に
立
っ
て
い
る
。 

舞
　
「
（
陸
斗
を
見
て
）
う
わ
っ
！
」 

　
　
驚
い
て
、
後
退
り
す
る
。 

　
　
陸
斗
、
舞
の
反
応
を
見
て
笑
っ
て
い
る
。 

舞
　
「
も
う
、
時
間
無
い
の
に
や
め
て
よ
」 

　
　
陸
斗
を
押
し
退
け
て
、
電
気
を
付
け
、
鏡
の
前 

　
　
で
髪
の
毛
を
整
え
る
。 

陸
斗
「
本
当
に
、
お
も
し
ろ
い
な
ぁ
」 

　
　
舞
、
陸
斗
を
睨
み
、
電
気
を
消
し
て
出
て
行
く
。 

○
　
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
夕
方
） 

　
　
舞
、
椅
子
に
置
い
た
カ
バ
ン
を
持
っ
て
、 

舞
　
「
（
少
し
怒
り
気
味
に
）
早
く
行
く
で
」 

　
　
出
て
行
く
。 

　
　
陸
斗
、
舞
を
追
い
か
け
て
、 

陸
斗
「
（
笑
い
な
が
ら
）
そ
ん
な
に
怒
る
な
よ
ぉ
」 

　
　
玄
関
が
開
い
て
、
閉
じ
る
音
が
す
る
。 
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陸
斗
、
壁
際
に
置
か
れ
て
い
る
自
分
の
カ
バ
ン 

　
　
を
漁
り
、
中
か
ら
リ
ン
グ
ケ
ー
ス
を
出
す
。
リ 

　
　
ン
グ
ケ
ー
ス
を
開
く
と
、
中
に
は
指
輪
が
入
っ
　 

　
　
て
い
る
。
ケ
ー
ス
を
閉
じ
、
上
着
の
内
ポ
ケ
ッ 

　
　
ト
に
入
れ
る
が
、
上
着
は
不
自
然
に
膨
ら
む
。 

　
　
リ
ン
グ
ケ
ー
ス
を
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
だ
し
、
ズ 

　
　
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
よ
う
と
す
る
が
入
ら 

　
　
な
い
。
玄
関
が
開
く
音
が
す
る
。 

舞
　
「
何
し
て
ん
の
？
　
早
く
し
て
」 

陸
斗
「
分
か
っ
て
る
っ
て
」 

　
　
リ
ン
グ
ケ
ー
ス
か
ら
指
輪
を
出
し
、
ズ
ボ
ン
の 

　
　
右
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、
リ
ン
グ
ケ
ー
ス
を
カ
バ 

　
　
ン
に
入
れ
、
カ
バ
ン
を
持
っ
て
出
て
行
く
。 

○
　
◻︎
◻︎
駅
・
前
道
路
（
夕
方
） 

　
　
陸
斗
と
舞
、
駅
か
ら
小
走
り
出
て
く
る
。 

○
　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
・
観
客
席
・
前
（
夕
方
） 

　
　
陸
斗
と
舞
、
少
し
息
を
切
ら
し
な
が
ら
小
走
り 

　
　
で
や
っ
て
来
る
。 

　
　
舞
、
ス
マ
ホ
を
出
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
電
子
チ
ケ 

　
　
ッ
ト
を
見
せ
、
中
に
入
る
。 

　
　
入
り
口
横
の
看
板
に
は
、
地
下
ア
イ
ド
ル
グ
ル 

　
　
ー
プ
（
紡
が
れ
る
恋
）
、
の
ポ
ス
タ
ー
が
あ
る
。 

○
　
同
・
同
（
夕
方
） 

　
　
陸
斗
と
舞
、
入
っ
て
来
る
。 

　
　
ス
テ
ー
ジ
は
ま
だ
暗
い
。 

陸
斗
「
あ
ぶ
ね
ぇ
」 

　
　
す
る
と
、
暗
闇
の
ま
ま
、
音
楽
が
流
れ
始
め
る
。 

　
　
観
客
た
ち
、
歓
声
を
上
げ
る
。 

　
　
前
奏
が
終
わ
り
、
ス
テ
ー
ジ
が
明
る
く
な
り
、 

　
　
ス
ピ
ン
（
２
１
）
、
ヒ
ラ
ー
（
２
０
）
、
プ
ル 

　
　
ダ
（
１
８
）
の
３
人
の
女
性
、
出
て
く
る
。 

　
　
観
客
た
ち
の
歓
声
、
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。 

ス
ピ
ン
「
み
ん
な
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
」 

　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
ス
ピ
ン
、
マ
イ
ク
を
持
っ
て
ス
テ
ー
ジ
の
中
央 

　
　
に
立
っ
て
い
る
。 

ス
ピ
ン
「
最
後
の
曲
に
行
く
前
に
、
今
日
は
み
ん
な 
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に
紹
介
し
た
い
人
た
ち
が
い
ま
す
」 

観
客
た
ち
「
お
ー
」 

ス
ピ
ン
「
さ
ぁ
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」 

　
　
観
客
た
ち
、
ざ
わ
ざ
わ
す
る
。 

　
　
舞
、
舞
台
に
注
目
し
て
い
る
。 

　
　
陸
斗
、
舞
の
手
を
握
り
、
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ 

　
　
て
歩
い
て
い
く
。 

舞
　
「
何
？
　
何
し
て
ん
の
？
」 

陸
斗
「
い
い
か
ら
」 

　
　
舞
の
手
を
握
り
な
が
ら
、
半
ば
強
引
に
舞
台
に 

　
　
向
か
っ
て
行
く
。 

舞
　
「
ち
ょ
っ
と
、
や
め
て
よ
」 

ス
ピ
ン
「
今
日
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
は
、
陸
斗
さ 

　
　
ん
と
舞
さ
ん
で
す
」 

　
　
舞
、
驚
い
た
表
情
を
見
せ
る
。 

　
　
陸
斗
、
舞
の
手
を
握
り
な
が
ら
舞
台
に
上
が
る
。 

　
　
ス
ピ
ン
、
ヒ
ラ
ー
、
プ
ル
ダ
、
舞
台
の
端
に
寄 

　
　
り
、
陸
斗
と
舞
を
中
央
に
立
た
せ
る
。 

　
　
舞
、
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
る
。 

ス
ピ
ン
「
さ
ぁ
、
お
二
人
と
も
、
向
か
い
合
っ
て
」 

　
　
陸
斗
、
舞
、
向
か
い
合
う
よ
う
に
立
つ
。 

　
　
少
し
間
が
空
き
、
陸
斗
、
片
膝
を
地
面
に
着
け
、 

　
　
舞
を
見
上
げ
る
。 

　
　
舞
、
驚
い
た
表
情
を
見
せ
る
。 

陸
斗
「
こ
の
３
年
間
、
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、 

　
　
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
こ
の
時
間
が
、
永
遠
に 

　
　
続
い
て
欲
し
い
っ
て
本
気
で
思
っ
た
。
だ
か
ら
」 

　
　
観
客
、
沸
く
。 

　
　
陸
斗
、
右
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
る
。 

陸
斗
「
あ
れ
？
」 

　
　
体
勢
を
変
え
、
ポ
ケ
ッ
ト
を
漁
る
。 

　
　
舞
の
顔
、
曇
り
始
め
る
。 

　
　
陸
斗
、
他
の
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
に
も
手
を
入
れ
る
。 

　
　
観
客
た
ち
、
ざ
わ
ざ
わ
し
始
め
る
。 

陸
斗
「
（
焦
り
な
が
ら
）
え
っ
？
　
あ
れ
？
」 

　
　
舞
、
目
を
涙
で
潤
ま
せ
な
が
ら
、 

舞
　
「
（
悲
し
そ
う
な
顔
で
）
酷
す
ぎ
る
」 

　
　
舞
、
ス
テ
ー
ジ
を
降
り
、
走
っ
て
行
く
。 
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○
　
同
・
前
（
夜
） 

　
　
舞
、
泣
き
な
が
ら
走
り
去
っ
て
行
く
。 

　
　
少
し
し
て
、
陸
斗
、
出
て
来
て
、
走
っ
て
行
く
。 

○
　
川
沿
い
・
道
（
夜
） 

　
　
街
灯
の
下
、
舞
、
ト
ボ
ト
ボ
と
歩
い
て
い
る
。 

陸
斗
の
声
「
舞
！
」 

　
　
陸
斗
、
走
っ
て
来
る
。 

　
　
舞
、
歩
き
続
け
て
い
る
。 

陸
斗
「
舞
！
」 

　
　
舞
、
立
ち
止
ま
っ
て
、 

舞
　
「
（
泣
き
な
が
ら
）
何
よ
」 

陸
斗
「
違
う
ん
だ
。
本
当
に
告
白
し
よ
う
と
思
っ
て
、 

　
　
ポ
ケ
ッ
ト
に
指
輪
を
入
れ
て
た
の
に
」 

　
　
舞
、
陸
斗
を
見
る
。 

陸
斗
「
で
も
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
穴
空
い
て
て
」 

　
　
ポ
ケ
ッ
ト
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
穴
を
見
せ
る
。 

舞
　
「
本
当
な
の
？
」 

陸
斗
「
（
真
剣
に
）
こ
れ
は
、
本
当
だ
」 

舞
　
「
絶
対
に
、
本
当
？
」 

　
　
陸
斗
、
カ
バ
ン
か
ら
リ
ン
グ
ケ
ー
ス
を
出
し
、 

陸
斗
「
（
真
剣
に
）
こ
ん
な
予
定
じ
ゃ
な
か
っ
た
」 

　
　
舞
、
陸
斗
に
背
を
向
け
、 

舞
　
「
（
少
し
笑
っ
て
）
バ
カ
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

　
　
陸
斗
、
舞
を
後
ろ
か
ら
抱
き
し
め
、
舞
の
左
手 

　
　
を
持
っ
て
、
空
に
あ
る
満
月
に
薬
指
を
重
ね
。 

陸
斗
「
い
つ
か
、
こ
の
満
月
よ
り
も
大
き
な
指
輪
を 

　
　
着
け
る
か
ら
、
結
婚
し
よ
う
」 

　
　
舞
、
陸
斗
の
手
を
握
る
。 

陸
斗
「
死
ぬ
前
に
見
る
顔
が
君
の
だ
っ
た
ら…

」 

○
　
△
△
病
室
・
８
１
０
号
室
（
夜
） 

　
　
舞
、
陸
斗
の
手
を
握
っ
て
、 

舞
　
「
死
ぬ
前
に
見
る
顔
が
君
の
だ
っ
た
ら…

僕
は 

　
　
笑
っ
て
死
ね
る
っ
て
」 

　
　
陸
斗
、
舞
の
顔
を
見
て
微
笑
む
。 

舞
　
「
（
途
切
れ
る
よ
う
な
声
で
）
ね
ぇ…

こ
れ
も
、 

　
　
盛
大
な
ド
ッ
キ
リ
な
ん
で
し
ょ
？
」 

　
　
陸
斗
の
手
を
額
に
つ
け
る
。

/ ページ4 4


